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2 Na- 1　　靴内空気の換気回数について
　　　　　　○内田有紀＊　　成瀬正春* ＊

　　　　　　　（＊金城学院大・院、＊＊金城学院大）

　【目的】　履き物には、開放性のものと足を包み込む閉塞性のものがある。閉塞性の履き
物は、足部に密着しているものが多い。そのため、靴内環境は他の被服に比べて気密性が

高い特徴がある。靴内換気は、歩行における「ふいご作用」によるところが大きい。この
靴内換気についての定性的な報告は数多くみられるが、定量的な測定報告は散見するのみ

である。そこで本研究では、靴内換気回数を靴の種類別および歩行速度別に定量的に測定
する方法を検討し、靴内環境把握の一助とした。

　【方法】　パンプス、運動靴、ブーツの３種類の靴を用い、安静時および歩行時の換気回

数を測定した。測定部位は、趾根部および足底弓である。測定方法は、次の通りである。
まず、趾根部および足底弓に１０％の二酸化炭素ガスを５分間供給した。その後、供給を

中止し、一定の時間が経過したのち靴内の二酸化炭素濃度をガスクロマトグラフにより分

析した。換気回数は、二酸化炭素の減衰割合より算出した。
　【結果】　二酸化炭素供給中の靴内の二酸化炭素濃度は、いずれの部位においても全ての

靴において２分後にほぼプラトーに達した。供給中止後の二酸化炭素濃度は、すべての靴

において減衰した。ブーツの減衰の割合は、他の靴に比べ緩やかであった。この減衰割合
より求めた安静時の趾根部の換気回数は、足底弓に比べ全ての靴において低値を示した。

ブーツの換気回数は、趾根部および足底弓ともに他の靴に比較して低値を示した。歩行時
の換気回数は、趾根部および足底弓とも、歩行速度の増加とともに全ての靴において直線

的に増加した。

2Na-2 足圧分布からみた流行靴の問題点
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　目的　　最近、若年女子の間で底の厚い靴が流行しているが、それらは足を護る合理的
な歩行を実現するという靴本来の機能を果たせているのだろうか。若年女子の靴に対する

意識や着用実態を明らかにするとともに、歩行時における問題点を足圧分布から検討する。
　方法　　靴着用の実態と流行靴への意識を若年女子250名を対象に調査した。併せて靴
着用による負荷実験を健康な若年女子6名を被検者として行った。着用靴はヒール高15cm

の厚底サンダルおよびウォーキングシューズであり、Ｎ社製Ｆ－ＳＣＡＮシステムを使用
し、歩行に応じて変化する足底の圧力を記録した。対照として裸足についても同様の測定
を行い、それぞれの荷重値、接触面積、荷重中心軌跡等の変化について解析し比較検討し

た。同時に前脛骨筋および勝腹筋における筋電図の測定、ビデオによる歩行姿勢の観察を

行った。
　結果　　アンケート調査からは、厚底サンダルには批判的な意見が多いものの、靴の購
入時には履き心地や歩きやすさよりもデザインが優先され、流行にも関心が高いことが認
められた。足圧分布結果には各被検者の特徴的な歩行のパターンが反映したが、裸足およ

びウォーキングシューズでは、荷重中心軌跡が規則的に変化するのに対して、厚底サンダ
ルでは不規則になっており、睡とつま先部分の着地がほぼ同時であり、正常な歩行にみら

れる体重移動ができていないことが明らかとなった。また、被検者s.を例にとると、つ
ま先部分に加わる圧力の左右差が裸足ではほとんどみられないのに対して、厚底サンダル

では13. 6gf/ciD2におよび、左右のバランスに問題のあることがうかがえた。
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